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エビデンスから考える教師教育のあり方とは？ 

－ 大学生の学びの姿から社会科教師教育を考える － 

徳山大学 大坂 遊 

■命題（仮説）１ 

学生にとって，授業づくりの力量形成と教科観の形成は必ずしも連動しない？ 

【概要】 

教師志望学生は，学習指導案の構成，板書の工夫，教材研究の質，授業評価の視点といった一般

的に必要とされる授業構成の力量については，4 年間を通して順調に向上させていく。一方で，学生

の「よい社会科授業像／教師像」は，4 年間を通して何度も入学当初の（暗記主義・教養主義・講義

形式の，自分が学んだような≒恩師がやっていたような）イメージへと“揺り戻し”を繰り返す。 

【教師教育への問題提起】 

教員養成カリキュラムでは，学習指導案づくりや模擬授業といった実践的な力量の形成を重視す

る指導に力を入れていることが多い。その取り組みは成功していると言えるが，一方で学生の授業

イメージは入学当初の（社会科教育学的にはよくないとされる）イメージに立ち返っているとすれ

ば，「教員養成課程では言われた通りに授業プランは作ってみせるが，教育実習や入職後はそれを

捨て去って元の授業に回帰する」という事態になりかねない。 

養成カリキュラムでは，教科観の形成についても測定・評価して，新たな教科観の形成がなされ

ているかを注意深く観察しながら指導する必要があるのではないか。 

【参考文献】 

 大坂遊「教職課程入門期における社会科教員志望学生の社会科観・授業構成力の形成過程とそ

の特質－被教育体験と大学カリキュラムの関係に注目して－」『社会科研究』第 85巻，pp.49-60，

2016 年。 

 

■命題（仮説）２ 

学生が「得意だ」「専門だ」と思っている科目ほど，新しい授業づくりの模索が難しい？ 

【概要】 

中学校社会科教育法では社会科の授業理論にもとづいて歴史と地理の複数の授業プランを提案す

る課題が課せられた。受講した教師志望学生のうち，受験科目として日本史を選択していた学生は，

歴史で「説明型」の授業プランを構想する課題に苦労した一方，地理で「議論（社会参加）型」の

授業プランを構想する課題には違和感なく対応できていた。 

学生へのインタビューでは「（高校時代に履修していない）地理のほうが課題に合わせた授業を

作りやすかった」という趣旨の回答をする学生が複数いた。 

【教師教育への問題提起】 

教師志望学生の素朴な授業イメージ（授業観）は，被教育体験期に形成される。特に高校・大学

受験期の影響は大きく，「当時の勉強のおかげで大学に入れた」のように，努力や 苦労にポジテ

ィブな価値を見出す学生が多いのではないか。とりわけ，自分自身が「得意だった」「努力して学

んだ」と自負している科目ほど，その授業イメージは強固になり，（頭では理解していても）別の

授業のあり方を構想・実践することを困難にさせているのではないか。 

その強固な授業イメージを解きほぐし，新しい授業理論や 教育論の受容を促すには，「得意な」

科目ではなく，むしろ当人にとって偏見やこだわりのない科目に焦点を当て，「社会科ではこんな

授業もできるんだ！」という可能性・ 有用感を味あわせることが有効なのではないか。 

 



【参考文献】 

大坂遊,渡邉巧,金鍾成,草原和博「社会科教師志望学生の授業プランニング能力はいかにして学習さ

れるのか－大学入学後の能力向上の要因と支援策－」『学習システム研究』第 1 号，pp.30-46，

2015 年。 

 

■命題（仮説）３ 

新しい教育理論を受容・模索する「構え」の基盤は，学生の被教育体験期にかかっている？ 

【概要】 

 1 年生から 4 年生までの教師志望学生に対する継続的なインタビューを通して教科観の形成を描

き出した。その結果，継続的に大学で学んだ教育理論を受容し教科観を変容させていった学生は，

いずれも被教育体験期に「自分の受けてきた社会科の授業は本当によい授業だったのか？」という，

自己の教科観の省察と懐疑の経験を持っていることが明らかになった。このような経験を持つ学生

は，そうでない学生に比べて教員養成カリキュラムの当初から新しい教育理論の受容に意欲的であ

った。 

【教師教育への問題提起】 

これまで，教員養成カリキュラムでは入学から卒業までの 4 年間を通した学生の力量形成を想定

し，新しい教育理論を受容・模索するための「構え」づくりをカリキュラム初年次あるいは前半期

に意図してきたと思われる。 

しかし，その「構え」づくりが成功する可能するかどうかは，入学前の高校までの学習経験に大

きく依存しているのではないか。大学入学直後から教育理論を受けいれ自己変容していく学生は，

カリキュラムのおかげではなく被教育体験のおかげでそのように方向づけられていただけなのでは

ないか。 

彼らの存在は，そのような特別な経験を持たないほとんどの学生にとって異質な存在であり，教

員養成カリキュラムでは彼らを初年次段階から上手く「活用する」手立てが求められているのでは

ないか。 

【参考文献】 

大坂遊「大学生の社会科観・授業構成力の変容に差が生じる理由－同一の教員養成カリキュラムで

学ぶ教職課程前半期の学生に着目して－」『広島大学大学院教育学研究科紀要 第二部 文化教

育開発関連領域』第 65 号，pp.53-62，2016 年。 

大坂遊「教職課程後半期における教員志望学生の社会科観・授業構成力の形成過程－「洗い流し」

はいつどのように起こるのか,あるいは回避されるのか－」『学習システム研究』第 5 号，

pp.81-102，2017 年。 


